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X-Yプ ロ ッ タ使 用上 の注 意 と例

こ こに述 べ る こ とはX-Yプ ロ ッ タの 基 本 的 な使 用法 で 、既 知 の 方 も多 い と思 い ま す が 、X-

Yプ ロ ッ タ をよ り多 く利 用 して い た だ くた め に い くっ か例 を あげ て 説 明 して み ま す 。

X-yプ ロ ッタ の基 本 的 なサ ブ ・プ ロ グ ラ ム の説 明 に つ いて は 、富 士 通 「FORTRAN文 法 編 」

を参 照 して くだ さい。 よ り詳 しいサ ブ ・プ ロ グ ラ ム の説 明 に つ いて は 、 セ ン ター 図書 室 、 プ ロ グ

ラ ム相 談 室 に あ る 「北 海 道 大 学 大 型 計 算 機 セ ンタ ー ニ ュ ー スvol.2,No.4」 を参 照 して くだ さい。

1.座 標 軸 と目盛 に つ いて

1-1サ ブ ・プ ロ グ ラムAXIS

コー リ ング ・シー ケ ンス

CALL  AXIS(X,  Y,  BCD,  N, SIZE, THETA, XMIN, DX, DV)

パ ラ メー タの 説 明

パ ラ メー タ 内 容

X,Y座 標 軸 を書 き始 め る位 置 を表 わ す

BCDN桁 の座 標 軸 の 名

NN>0の 時 は軸 に対 して 左廻 りの 方 ヘ ラベ ル を書 く

N<0〃 右 廻 りの 方 ヘ ラベ ル を書 く

SIZE座 標 軸 の 長 さ を表 わ す

THETAX軸 と座 標 軸 との 反 時 計 方 向 の 角度

XMIN座 標 軸 の 最 初 の 値

DX単 位 長 さ(1mm)当 りの増 分

DV10mm内 に あ るプ ロ ッ タ シー トの 目盛 の 数 を指 定 。10.0を 標 準

座 標 軸 上 の 「キザ ミ」 は1.0≦DV≦25.4の 間 で は(こ れ 以 外 で はDV=10.0と され る)

認mm毎 に(1・目盛毎に)(器 吾V)+1点 とられ・DV<2… の間では2点 毎に・

DV≧20.0で は4点 毎 に座 標 点 が プ ロ ッ トされ る。
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2.サ ブ ル ー チ ンLINEの 実 行 に つ い て

2-1サ ブ ル ー チ ンLINE

コ ー リ ン グ ・シ ー ケ ン ス

CALLLINE(X,Y,N,K,J,L)

パ ラ メ ー タ の 説 明

パ ラメ ー タ 内 容

XX一 方 向 に 変 化 す るデ ー タ が格 納 され て い る一 次 元 配 列 名

YY一 方 向 に"

Nプ ロ ッ トす べ きデ ー タの 数

KX,Yに 格 納 され て い る デー タ間 隔 を表 わ す

JLで 指 定 した 記 号 をプ ロ ッ トす る間 隔 を表 わ す

J=0:ラ イ ン プ ロ ッ トの み で記 号 の プ ロ ッ トは 行 な わ な い

J>0:ラ イ ン プ ロ ッ トに加 え て、 プ ロ ッ トす る点J個 毎 にLで 指 定 し

た 記 号 を描 く

J<0:ラ イ ン プ ロ ッ トを行 な わず 、 プ ロ ッ トす る点IJ1個 毎 にLで 指 定

した 記 号 を描 く

Lサ ブ ・プ ロ グ ラ ムSYMBOLで 描 く記 号 に対 す る整 数 値

曲 線 ツ=∫@)を プ ロ ッ トす る と き こ の 曲 線 上 の 点(劣 、,ツ 、)は 、実 際 に は プ ロ ッ タ の 原 点

に 対 し て 〔X∫,Y,]と して 扱 わ れ る 。

X,=(Xi-XNXK+1)/XNxK+K+1

Y、=・(y,-YNXK+1)/YN×K+K+1

x:minxを 丸 め た 値
NXK十1J/

YNXK+1:m}nッ 」 を 丸 め た 値

κNxK+K+1:(m駐xxk-mlnx,)/SIZExを 丸 め た 値

Y1XK+K+1:(M駐x飯 一mlniy」)/SIZEyを 丸 め た 値

SIZEκ,SIZEy:X一 方 向 、Y一 方 向 の プ ロ ッ ト巾 。

曲 線 上 の 点 を(x,ツ)、 プ ロ ッ タ の 原 点 に 対 す る 点 を 〔X,Yjで 表 わ す 。

(x,,ツ 、)か ら(Xi+K,iYi+K)へ の プ ロ ッ トは

CALLPLOT(X
、+K,¥+K,3)

で 実 行 さ れ る 。 し た が っ て(Xi,iy,)か ら(Xi+K,y,+K)へ は 直 線 で 移 動 し、こ の 間 で 補 間 は さ れ な

いo



3.曲 線 と座 標 軸 の 関係 につ い て

サ ブ ・プ ロ グ ラ ムLINEと サ ブ ・プ ロ グ ラ ムAXISは 曲 線 の最 小 値 、増 分 で 関 係 づ け られ て い

るだ けで 、 座 標 軸 の移 動 や 回 軸 な どの 座標 変 換 につ いて はLINEは 参 照 しな い。 そ こで座 標 変

換 を行 な う場 合 、 曲 線 の 変 換 は使 用 者 が 工 夫 しな くて は な ら な い。

3-1サ ブ ・プ ロ グ ラムLINEに お・い て サ ブ ・プ ロ グ ラムSCALEで 求 め た最 小 値 、増 分 を

x。
.、+i・y、x,+1・x,.K+K+1・y,.、+、.1と して使 うとX、≧0・Y、 ≧0と な り・ プ ロ ・タ の

原 点 〔0,0]に 対 して第1象 限 に曲 線 は プ ロ ッ トされ る。

a≦x、 ≦b,c≦ ツ1≦d(i=1,2,… ・,n),ab〈0,cd<0で あ る ツ=∫(x)を 上

記 の 方 法 で プ ロ ッ トす る とFIG-2の よ うに プ ロ ッ トされ る。

a'=aを 丸 め た値(SCALEで 求 め たxの 最 小 値)

c'-cを 丸 め た値(SCALEで 求 め たyの 最 小 値)

CALLAXIS(1壁 」.巫0・0,BCD,N,SIZE,0・0,コ σNxK+1・DX,DV)

CALLAXIS(0.0,巫 」隻BCD,N,SIZE,90.0,YNxK+1,DY,DV)

CALLLINE(x,Or,N,K,J,L)

次 にAXISに お い て 書 き 始 め る点 を(xNxK+1/コcNxK+K+1・0・0)・(0・0・YNxK+1/YNxK+K+1)と し・

LINEに お・い て 最 小 値(コcNxK+、 ・iYNxK+、)を(0・0・0・0)と し て プ ロ ッ トす る とFIG-3の よ う に プ

ロ ッ ト さ れ る 。



CALLAXIS(x、_/1・,。 、+、+1・0・0・BCD・N・SIZE・0・0・x、 。、+1・DX・DV)

CALLAXIS(0・0,0r、 。、+1/y、 。、+、+1・BCD・N・SIZE・90・0・ ツ、.、+1・DY・DV)

XN
XK+1=0.0

ツNXK+i=O.O

CALLLINE(コc,y,N,K,J,L)

3-2対 称 移 動 、 平 行 移 動

SAMPLE-PROGRAM(1)で 曲WaOr-x3-x2-x+1を プ ロ ッ ト し た の が ① で 、 こ の

X一 軸 を180。 回 転 さ せ て 、 左 方 向 増 加 の 向 き に 取 られ たX一 軸 に 対 し て ツ=・x3-x2-x十1

を プ ロ ッ ト した い 。 こ の と き 、Z=一 コσと し てor・=x3-x2-x十1に 軸 対 称 な 曲 線=

Z3-Z2-Z+1を 原 点 の 移 動 、minx,minyの 変 換 を 行 な わ ず 失 敗 した の が ② で あ り、

③ は 原 点 をminZ,minyに 移 動 さ せ て プ ロ ッ ト し た も の で 、 ④ はminZを 変 換 してX、 ≦0と

し て プ ロ ッ ト した も の で あ る 。



3-3回 転

座 標 を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 曲 線 のX一 方 向 の 成 分 、Y一 方 向 の 成 分 が 変 わ る 。

曲 線 上 の 点(Xi,iy、)を θ 回 転 さ せ て(x,・iyi)に 移 る と

コC,,=XiCOSθ 一Yi・sinθ

y,'・X,・inθ+iY、c・Sθ

と な る。(x,,yi)か ら(Xi+K,y汁K)へ 移 動 す る距 離 と(x,',γ')か ら(垢K・ ツ1+K)へ 移 動 す る距 離 は

プ ロ ッ タ 上 で は 一 般 に 異 な る 。

で あ る が 、 プ ロ ッ タ が 移 動 す る の は 〔X,,Y、]か ら〔X,+K,Y,+K]と[X;・Yl」 か らLXI+K・ 図寂1で

あ り 、 一 般 にxの 増 分 と ツ の 増 分 が 異 な る の で

と な る 。 そ こ でA==Bと す る た め に 、(Xi,ly,)を(ヱ1,iyl)に 変 換 す る か わ り にLX,・Y,iに σ 回

転 の 変 換 を施 す と

X,の 増 分=,Y,の 増 分=1・0

で あ る の で

AニB

と な る 。



この時 、座 標 軸 と曲 線 をマ ッチ させ る た め の 工夫 が い る。
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例 一3はSCALE,LINEを 使 わ ず に曲線 を プ ロ ッ トした例 で あ る 。座 標 軸 の増 分 が 異 な

るの はx。lntツ。i.,DX,DYを 丸 め な か っ た為 に 、SCALEで 求 め た そ れ ら と は異 なっ た もの

で あ る。 例 の関 数 はo≦x≦2.0,0≦y≦3.oで 艦1。,y。kl}DX,DYを 丸 め ず に うま く描

け たが 、 一 般 に は 丸 め の 工 夫 を し な い とAXISが 見 に く い もの と な ろ う。

AX董S-X



例 一4は2つ 以 上 の曲 線 を同 一 座 標 に プ ロ ッ トす る例 で あ る。

ぼ
or'・=f(x)(i=1,2,一,n)

が あ る 場 合

x'm、,-xl,、 。,)';}in≠ ッ蓋。
1,DX,≠DX、,DY,≠DY,(i≠ ノ)

で あ る の で

,ノ'∫
Xm=コC。,iy.==ツ,1

の 場 合 で も 同 一 点 が 示 さ れ る わ け で は な い 。(「 「Xm,Ym)が実 際 に 示 す 点 は 、
ノ ロ ド ヱ

(X.-XL..』 ツ.一 ツml,1DX'DY)一 〔xt.・Y:n〕
ほ ヱ

(x,9y,1)が 示 す 点 は 、
ノ 　 ノ エ

傷 爵 ・ ・ツ・詳 一)一 〔xl・Yl]

DX
,≠bx,,DY,≠6y,,xl.iri≠ ・・乱.,Yln。 ≠yi111

な らば 一 般 に

ヨ ヨ ノ ノ

〔Xm,Ym」 ≠ 〔Xn,Y,、]

そ こ で

1::1=器::ll(原 点を固定するため)
「

DX=max(DX)
"(増 分 を等 し くま た 全 て が プ ロ

ッ ト巾 に納 ま る よ うにす るた め)

DYニmin(DY)
,'

と し て

コσ=x',DX=DX
n】1「mlnl

y=yt,DY・=DY(i=1,2,・ …,n)
nlけ,m1「18

と す る 。
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